


～はじめに～ 

露座の大仏様で名高い「鎌倉大仏」は、いつも訪れる人々を優し 

いまなざしで迎えてくれます。銅造の阿弥陀如来坐像で、国宝に指 

定されています。しかし、その安座されている地は大仏殿があった 

と記録されているにもかかわらず、文化財として充分な保護の網が 

かけられていません。そこで鎌倉市教育委員会では大仏殿の規模や 

大仏周辺の遺構を確認し、国指定史跡に指定して保存を図るため、 

平成12年度と13年度に文化庁と神奈川県教育委員会の補助と指導を 

受け発掘調査を実施しました。 

その結果、大仏殿の位置を確認しその規模を確定するとともに、 

大仏様の鋳造過程の一端を明らかにするなど、大きな成果を得るこ 

とが出来ました。今後、この成果をもとに世界遺産登録推進事業の 

一環として、国宝である「鎌倉大仏」周辺のエリア保護に向けて取 

組んでまいりたいと考えております。 

最後になりましたが、2カ年にわたる調査の実施にあたり特段の 

ご理解とご協力を賜りました宗教法人高徳院様に心より御礼申し上 

げますとともに、調査に携わった関係者の皆様に深く感謝いたしま 

す。 

【表紙写真】高徳院全景（手前が平成12年度調査区1区） 
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⑥本誌には平成12年度と13年度に実施した「鎌倉大仏」周辺の発掘調査報告書の概要を掲載し 

ま した。 

⑥編集は、鎌倉市教育委員会世界遺産登録推進担当が行いました。また、写真等は当委員会が 

保管しているものを使用しました。 
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1 鎌倉大仏 

鎌倉大仏は正式には国宝銅造向弥陀如莱坐像といい、像高11.39m、重量約122 t 、奈良東大寺の大 

仏（像高14.85m）に次いで、現存する坐像としてはわが国2番目の巨大なみほとけです。 

東大寺の大仏は江戸時代に鋳直されたものですが、鎌倉の大仏は修理が加えられているものの、鎌 

倉時代に鋳造された中世の姿をそのまま残しています。 

銅造大仏が鋳られ始めたのは、北条時頼（1227- 1263）が5代執権であった建長4年（1252）で仏滅 

後1700年にあたる年とされています。鋳造にかかわった鋳物師は丹治久友が知られ、奈良金峯山寺蔵 

王堂の銅鐘に「鎌倉新大仏鋳物師丹治久友」と記されています。 

大仏が造立された深沢は当 

時の鎌倉の外ですが、京をは 

じめ西国からの出入口にあた 

り、東国の都である鎌倉が西 

国の京のように同じ仏法の栄 

える都であることをアピール 

するためであったと推定され 

ています。 

その後、大仏殿がたびたび 

倒壊し大仏は修理を加えられ 

たようです。 

鎌倉大仏 The great statue of Buddha in Kamakura. 
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2 鎌倉大仏の姿（形式と作風） 

まず像の姿をみると、衣で両肩をおおう適盾とし、腹の前で是節を結んで話鵬塗しています。 

通肩は平安時代までの仏像でしばしばみられますが、鎌倉時代ではあまりありません。奈良・東大 

寺大仏にならったものとも、当時流行していた善光寺式阿弥陀三尊の中尊像を踏まえたものともいわ 

れています。 

鎌倉大仏The great statue of Buddha in Kamakura. 
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また定印の阿弥陀如来像も平安時代に多く、鎌倉時代には減少することから、やはり前の時代の形 

式を踏んだものと考えられています。なぜ定印にしたのかについては定説がありません。しかし横 

浜．議善提寺像、静岡・北条寺像といった、北条氏により造立された阿弥陀如来像に定印を結ぶ例が 

多い点を重視し、大仏の制作に北条氏の積極的な関わりをみる意見が近年出され、注目されています。 

作風については、肩幅が広く厚みのある体部と深く力強い衣文に、仏師運慶・快慶の流れをくむ慶 

派の作風が感じられます。一方で猫背気味の姿勢、体部に比べ大きな頭部などに、前の時代にみられ 

ない特色があります。これは中国・宋代の作品である横須賀・清雲寺観音菩薩坐像、京都・泉涌寺観 

音菩薩坐像などに通じる作風で、大仏もこうした中国の新しい様式の影響を受けたと考えられます。 

以上の点から、鎌倉大仏は古い形式をもちながら、新しい作風を表現している仏像といえるでしょ 

う。鎌倉では、京都と異なる大陸色の強い文化が花開きました。大仏は古いかたちをとどめながらも、 

そうした鎌倉独自の文化を象徴する存在として、造られたとみることもできると思います。 
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3 調査でわかった鋳造の方法（像の制作方法の推定など） 

平成12年度の発掘調査は、像が造立された位置や大仏殿の存在を明らかにするため、像を中心に正 

面・側面・背面等の5 ケ所で実施しました。 

まず、像側面、現在の廻廊の西外側に設定した調査区の3区の西隅では、現地表下約3m、標高 

11.3mのところで平らに削られた岩盤を確認しました。像背面、廻廊北外側で調査した4 区では海抜 

ulrnで水平に削られた地山が、また、像南側の参道石畳の西側に設定した1区などでは、ほぽ同じ高 

さに土や土丹を固めて構築した面がみつかりました。この事から大仏の周辺は大仏鋳造に先立ち、標 

高11.3mで整地作業が行われていたことがわかりました。 

これら水平に整えられた地面の上部には、調査区1区から5区まで像に向かって高くなるように斜 

めに堆積する土層が確認されました。 

なお、 3区からは14世紀前半代のかわらけが多量に出土し、斜めに堆積する土層からは溶けた銅片 

やふいごの羽口、銅を溶かすための炉の破片など、鋳造にかかわる多くの資料が埋まっていました。 

像の表面には横方向に12, 3段の線が付いており、胎内にも同様に線が見られ、これらの横方向の線 

は下から数回に分けて鋳上げていった跡であると考えられています。 

12年度1区斜面堆積2000 years No,1 district oblique accumulation 
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12年度発掘調査位置図 

2000 years excavation investigation position figure. 

】調査区位置） 

' 

尋鼻 
‘、尋 

12年度4区の発掘調査 

2000 years No,4 district excavation investigation. 

12年度3区岩盤面 

2000 years No,3 district rock shave side. 

以上のことから、はじめて大仏を鋳造するにあたっては、次のような工程で作業がなされたことが 

想定されます。 

まず、山すそやなだらかな斜面を平らに削り出し、そこに続く低地を埋めて水平な地面を造成しま 

す。そして像の基礎を周囲より高く築きます。その後、高さ100- 150cm程の型を設置して周囲を土で 

埋め、その型を土で固定しながら鋳込むため作業場所を確保します。鋳込みを行ったのちその直上の 

部位に型を設置するため土を積み上げ、上へ上へとこの作業をくり返して鋳造されたと考えられます。 
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鷲誉鷺 

12年度3区かわらけ溜り断面 

The section of 2000 years No,3 district unglazed eathenware concentration points. 
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大仏周辺根固め遺構模式図 Ceremony figure of the base mark around of the Buddha great statue. 
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4 大仏殿の位置と規模 

大仏の鋳込みが終わったのち盛り土と型が取除かれ、像の周辺が元の地盤より2m程高い、標高約 

13mに整地されて、大仏殿が建てられたことがわかりました。 

発掘された大仏殿の遺構は直径約3m、深さ約2mの穴の中を砂利と土丹を交互につき固めたもの 

で、礎石の下を固めた「根固め」と考えられています。こうした「根固め」遺構は平成12・13年度の 

発掘調査で10箇所みつかっており、これから復元される大仏殿の規模は東西145尺（約44 m )、南北140 

尺（約42.5m）です。 

建物は五間四方の裳階付で、正面柱間は27尺（8.18m )、その他の柱間は22尺（6.67m）です。その 

外側に柱間15尺（4.55m）で裳階がつくことが確認されています。建物の様式は明らかではありません 

が、礎石の根固めの上面が平らであり、現在境内に残る礎石が上面・下面とも平らであることから、 

鎌倉時代に新たに導入された宋朝様式の建物であると推定されます。また、瓦がほとんど出土しない 

ことから、瓦葺の建物でなく、槍皮葺、あるいは柿葺であると考えられます。これは同時期に建立さ 

れた建長寺の建物のあり方と類似しており、建長寺と同じ禅宗様の建物であった可能性があります。 

ところで、安土桃山～江戸時代初期の僧で醍醐寺の長であった義演（1558- 1626）が書いた日記の慶 

長15年（1610）の項には、大仏は露坐で、その周りには四方に整然と大きな礎石が残っていたとありま 

す。 

12年度2区大仏殿礎石下の根固め遺構 

The mark of the base under the foundation stone at No,2 district in 2000 years. 
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このほか、宝永元年（1704）の古文書には、地表に60個の礎石が東西25簡（約45 m )、南北21間（約 

38m）の範囲に配されていたことが書かれており、前面の裳階部分を除くと南北の距離はほぼ等しt、 

数値が記されていますが、東西は一間程広く記されています。東西方向の礎石はこの時期すでに動か 

されていた可能性もありますが、発掘調査ではすべての根固めを確認したわけではありませんから、 

建物の復元にはもう少し時間がかかるかも知れません。 

なお、明治20年代頃の古写真（13頁）には、像の前方1段下の平場に整然と据えられた平らな大石 

が見えます。この平場が今回調査した標高約13mのところにあるとすれば、古写真に写された大石は 

旧大仏殿の礎石であった可能性も考えられます。 

明応7年（1498）に大地震と津波によって大仏殿が倒壊したという記録や、大仏が室町時代初期に 

すでに露坐であったことを書き残した紀行文のほかは、慶長12年（1607）に当地を訪れた切支丹管区 

長フランシスコ・パエズと同行者のロドリゲス神父の滞在記まで史料がありません。 

12年度2区全景 

大仏殿礎石下の根固め遺構 

The panorama at No,2 district 

in 2000 years. 

大仏殿礎石下根固め遺構の断面図 

The cross section of the mark of the base under the foundation stone of Daibutu-den. 

-10-



一 い 村 河 W 図 べ 畿 細 叶 き け  

苅 国 3 陣 謙  

、 「 」 n ョ m 「 片 o 『 （ ブ ① ゲ ユ の ① （ 「 か （ 一 （  

i s d i s c o v e r e d i n 2 0 0 o y e a r s  

鉢 z o ・ 3 d i s t ユ ct ・ 

＼ 麟 麟 一 に 令 済  

輩 島 図  

， ・ 」 い 令 海  

劃 島 図  

汁 い 運 S 満 蒋 （ 謙 冊 図 ）  D a i b u t u — d e n 一 s s c a l e ( e s t i ョ a t e d ゅ g u r e ）・ 



5 大仏周辺の景観 

大仏周辺の調査では、大仏殿創建時の像周辺の状況がわかりました。像の前面は大谷戸・小谷戸・ 

大仏坂方面の水系が合流する沼地や湿地帯でしたが、前面の築地の北側は現地表下約3mで大仏造営 

時の地面が確認され、13世紀末に埋め立てられて参道がつくられたことが地層や出土品から推定でき 

ます。東側の築地南東側（駐車場北側）は中世に行われた埋め立ての上に江戸時代の再興時にも土が 

盛られ、そこから像の修理で用いられたと考えられる鋳物のくずなどが出土しました。境内南東隅の 

山門東側にあたる場所は江戸時代になって湿地を埋めて現在の高さになり、大仏殿の西側にあたる部 

分では山が屋根の軒先近くまでせり出していた様子がうかがえます。 

大仏殿北側の現境内域は、前述 

した大仏鋳造にかかわる斜め堆積 

のある埋め立て地でしたが、その 

北側は鎌倉の谷戸でよく見られる 

平坦な地形で、生活用具を含む遺 

物が出土し、境内の中心部とは異 

なる状況を示していました。 

これらの事から、創建当時の大 

仏殿の境内は現在の高徳院境内よ 

りも小さかったと考えられ、大仏 

殿周辺の南・東側は広い沼や湿地 

帯があったと想定されます。とく 

に、大仏殿に付属するような建物 

の跡は見つかりませんでしたので、 

大仏殿のみが谷戸の入口に大きく 

そびえていたことが想像できるの 

ではないでしょうか。 

13年度9区から大仏を望む 

The great statue of Buddha is seen from No,9 district in 2001 years. 

13年度9区参道と思われる遺構 

It is thought an approach at NO,9 district in 2001 years. 
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鎌倉大仏殿略年表 

・建長4 

・弘長2 

・文永元 

・弘安7 

・嘉元3 

・元徳元 

・建武元 

・応安2 

・文明18 

・明応7 

(1252) 

(1262) 

(1264) 

(1284) 

(1305) 

(1329) 

(1334) 

(1369) 

(1486) 

(1498) 

8.17 

頃 

8. 2 

12. 3 

8. 3 

9. 3 

10.24 

8.25 

・慶長12 (1607) 

・慶長15 (1610) 4.19 

・宝永元（1704) 9. 7 

・享保20 (1735) 1 

僧浄光、深沢里で金銅八丈の釈迦如来像を鋳始める。（『吾妻鏡』） 

大仏殿完成か。 

「鎌倉新大仏鋳物師丹治、久友」奈良金峯山蔵王堂の鐘を鋳る。（『集古十種』） 

この年、鎌倉極楽寺忍性が二階堂・大仏殿等の別当となる。（『性公大徳譜』等） 

この年、大仏殿倒壊か。（『金沢文庫文書』「妙本書状」） 

関東大仏造営料唐船が明春元へ発遣と決まる。（『金沢文庫文書』「金沢貞顕書状」） 

大風で大仏殿が倒れ、相模次郎時行らの軍兵500余人が圧死。（『太平記』） 

大風で大仏殿が転倒した。（『太平記』『鎌倉大日記』等） 

大仏は堂宇がなく露坐であったという。（『梅花無尽蔵』万里集九） 

大地震と津波で大仏殿が倒壊したという。（『異本塔寺八幡宮続長帳』等） 

これ以降江戸時代の初頭まで、大仏殿の再建等に関する記録はない。 

この年、切支丹の管区長フランシスコ・パエズがロドリゲス神父と鎌倉に滞在。 

大仏が田圃の中に放棄されていたと日記に記す。（『日本切支丹宗門史』） 

醍醐寺の高僧義演が大仏参詣。像は露坐で、その周りには四方に整然と大きな礎 

石が残っていたと日記に記す。（『義演准后日記』） 

旧大仏殿のものと思われる「柱礎石数」的個が、南北方向21間（約38m)、東西方向 

25間（約45m）で並んで遺存していたという。（『宝永元年訴状及び覚書』） 

旧大仏殿のものと思われる径6尺ほどの礎石が南北方向21間、東西方向25間で並ん 

でいたという。（『長谷村浄土宗高徳院大仏修造勧進帳』） 

川川UI 

な慮護誌熱と，ー亡ご然鍛慧畿 
‘ミ蛋謙郵鱗舞て畿」ミ菅’篭」」堕翼ミ議聾蝿錘 

β三l璽~響鷺避鍵賢歯1血；ぎ’与＝ン綾臨臓斌i 
明治20年代の鎌倉大仏（古写真） 

Kamakura great statue of Buddha 

(an old photograph) in fee, the 20th 

year of Meiji period. 
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